
第10回RENS企画
公開セミナー

高校生による研究発表会

日時：令和元年7月28日（日）
10:45〜15:30

会場：崇城大学池田キャンパス

主 催
崇城大学 ナノ領域研究教育推進委員会(RENS)

後 援
文部科学省、熊本県、熊本県教育委員会、熊本市教育委員会、

大学コンソーシアム熊本、日本化学会、高分子学会、熊本日日新聞社、

NHK熊本放送局、熊本朝日放送、くまもと県民テレビ、熊本放送、

テレビ熊本、エフエム熊本、FM791、J:COM、熊本国際観光コンベンション協会

成果報告



2. 特別講演会 「先端科学ウォッチング」

講演2 川合 眞紀 教授
『物質・材料の表面の構造とその機能』

日本化学会会長、分子科学研究所長、東京大学名誉教授、理化学研究所名誉研究員、
日本学術会議連携会員

東京都出身、東京大学大学院理学系研究科博士課程を修了後、理化学研究所（理
研）の研究員などを経て、現在は分子科学研究所長、東京大学名誉教授など兼任

されている他、日本化学会初の女性会長としてご活躍中。専門分野は、固体表面
や界面で起きる化学現象を中心に、反応のダイナミクスや結晶成長など多岐に亘

り、数多くの業績を挙げてこられた。
受賞歴：2005年文部科学大臣表彰、2009年日本化学賞、2012年向井賞、2016年
AVS Welch Award、2017年紫綬褒章、2019年L’Oreal-UNESCO Women in Science 

Award など多数。
講演では、原子とは何か、元素周期表とは何か、という基本的な問いかけに始

まり、「分子の機能は電子の機能」であることを丁寧に説明いただいた。さらに、
走査型プローブ顕微鏡で見える、分子の世界（電子軌道）をお示しいただき、分

子構造のみえ方と機能の関連について紹介いただいた。

１．ご挨拶
草壁克己 崇城大学ナノ領域研究教育推進委員会（RENS）

委員長・崇城大学工学部ナノサイエンス学科教授

過日、令和元年7月28日に弊学にて、RENS公開セミナーを開催いたしました。第10回の

節目の年となる今年度は日本化学会との共催となり、特別講演では日本化学会会長川合
眞紀先生および崇城大学工学部ナノサイエンス学科田丸俊一先生に最先端の研究をご紹
介いただきました。さらに、「高校生による研究発表会」も例年に引き続き開催し、過去最大

の143件のポスター発表が申し込まれました。この会は、高校生が日頃の研究活動成果を発
表するだけでなく、高校間および高大間の情報交換の場や連携のきっかけとして好評頂いて
おります。今年は、沖縄県を含む計706名もの方々に参加いただきました。ご参加いただい

た皆様には大変感謝申し上げます。
特別講演会における著名な先生方との質疑討論や、研究発表会における大学の先生との
意見交換の場においては、高校生諸君が”主役”として活躍することができ、大変意義深いも

のであったと感じております。「日本の将来のためには若手人材の育成が必須」という信念に基
づき、令和2年度も開催を予定しておりますので、本企画への多数のご参加をお待ちしており
ます。

講演1 田丸 俊一 教授
『未来を切り拓け！分子を操る「究極のモノづくり」』

崇城大学 工学部ナノサイエンス学科

宮崎県出身。埼玉大学を卒業後、新潟大学にて修士号、九州大学にて博士号を
取得。その後、学術振興会特別研究員として、米国ノースカロライナ州立大学

博士研究員、京都大学博士研究員を経て、崇城大学に着任。2016年度から現職。
専門分野は、分子集積化学。分子を操ることで、ナノの世界で働く機械・装置

を開発し、未来の医療やコンピュータの発展のために挑戦している。
受賞歴：2015年有機合成化学協会九州山口支部奨励賞
講演では、マンガで有名な某ネコ型ロボットを例にとり、未来材料に関わる

ナノマシーン、分子マシーンの可能性を示していたただいた。ご自身が研究さ

れている多糖類の自己組織化とその機能を中心に、「分子を進化させる」こと
が化学の醍醐味であることを紹介いただいた。



3．高校生による研究発表会

コンペティション部門

グランプリ賞
 C-04．大分県立大分上野丘高等学校

ミカンに含まれるクエン酸濃度測定の実用化

準グランプリ賞
B-01．福岡県立香住丘高等学校

高濃度溶液の凝固点降下 -溶質分子の形状が及ぼす影響-

   B-05．鹿児島県立錦江湾高等学校
剥離可能な耐候性マスキングテープを利用した外来種ヤスデ

             「テープ防除法」の改良

：参加発表のうち、事前書類審査により選出された発表間で研究発表内容を競う部門

ポスター発表部門

ナノサイエンス学科賞
A-23．大分県立大分上野丘高等学校     疎水コロイドを用いた金属イオン濃度の簡易測定法

機械工学科賞
B-03.  鹿児島県立曽於高等学校    ひとりでに動くキャップの謎に迫る ～キャップに作用している力とは？～

建築学科賞
B-09．大分県立日田高等学校 防災無線〜皆に届く声〜

宇宙航空システム工学科賞
A-40．宮崎県立宮崎北高等学校 滞空時間と多角形～理想のパラシュート～

情報学科賞
C-45．熊本県立熊本北高等学校 Escape〜避難を効率よく行うために〜

応用微生物工学科賞
A-15. 熊本県立高森高等学校    TAKAraMORIの菌～醤油作りに関わる「蔵付きの菌」～

応用生命科学科賞
C-22.  鹿児島県立国分高等学校 ヤクシマエゾゼミはなぜそこにいるのか ～350kmの隔離分布の謎に迫る～

薬学科賞
A-02．熊本県立高森高等学校 阿蘇黄土（リモナイト）を用いた水質浄化剤の開発

総合教育センター賞
C-02．大分県立佐伯鶴城高等学校 佐伯鶴城高校の避難訓練について考える

：すべての発表を審査対象として発表内容を競う部門



コンペティション部門採択ポスター（22件）

【ポスター発表部門】



【ポスター発表部門】



【コンペティション部門およびポスター発表部門を合わせた発表件数：１４３件】

【ポスター発表部門】



参加申込校一覧
福岡県 / 明治学園高等学校、福岡県立香住丘高等学校、福岡県立鞍手高等学校、

福岡工業大学附属城東高等学校

長崎県 / 精道三川台高等学校

熊本県 / 熊本県立大津高等学校、熊本マリスト学園高等学校、熊本県立高森高等学校、

熊本県立第二高等学校、熊本県立天草高等学校、熊本県立熊本北高等学校、

熊本学園大学付属高等学校、熊本県立熊本西高等学校

大分県 / 大分県立日田高等学校、大分県立佐伯鶴城高等学校、

大分県立大分舞鶴高等学校、大分県立大分上野丘高等学校、大分県立大分雄城台高等学校

宮崎県 / 宮崎県立宮崎北高等学校

鹿児島県 / 池田学園池田高等学校、鹿児島県立曽於高等学校、鹿児島県立国分高等学校、

鹿児島県立錦江湾高等学校、鹿児島県立指宿高等学校、鹿児島高等学校

沖縄県 / 沖縄県立球陽高等学校

参加申し込み校：26校、参加者総数：706名

第１１回 RENS企画 公開セミナー 開催のご案内

日程： 2020年7月26日(日)予定
（決まり次第ナノサイエンス学科HP http://www.nano.sojo-u.ac.jp

に掲載します）

場所： 崇城大学池田キャンパス
内容： ●特別講演会

         （大学教授並びに企業研究者による講演会）
●高校生による研究発表会

参加費： 無料



運営委員

崇城大学 工学部 ナノサイエンス学科

草壁克己 教授 大学院専攻長 RENS委員長

黒岩敬太 教授 学科長 運営委員長

友重竜一 教授 迫口明浩 教授 八田泰三 教授

田丸俊一 教授 米村弘明 教授 池永和敏 教授

西田正志 准教授 櫻木美菜 准教授 水城圭司 助教  

井野川人姿 助教

崇城大学 工学部 機械工学科

崇城大学 工学部 建築学科

崇城大学 工学部 宇宙航空システム工学科

崇城大学 情報学部 情報学科

崇城大学 生物生命学部 応用微生物工学科

崇城大学 生物生命学部 応用生命科学科

崇城大学 薬学部 薬学科

崇城大学 総合教育センター

崇城大学 総務課、入試課、庶務課、広報課、施設課、学生厚生課、

教務課、地域共創センター、法人課

RENSセミナー事務局

崇城大学工学部ナノサイエンス学科 准教授 櫻木美菜

〒860-0082 熊本市西区池田4-22-1

Tel: 096-326-3111（代表）Fax: 096-326-3000
E-mail: d08b0101@nano.sojo-u.ac.jp
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